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自給飼料の確保計画


雪に覆われる期問が５ヶ月と長い天北地域で土地利用型酪農経営を展開するためには、夏
期間に十分な自給飼料を確保する必要があります。しかし、不足している酪農家では収穫
量を目安に飼料給与している場合が多くみられます。

その改善策として、養分要求量を基礎に、飼料成分表と乳牛（育成牛、経産牛）一頭当た
りの養分要求量を整理し、飼料給与事例を示しました。なお、飼養管理方式としては通年
会館と夏期間に放牧を組み合わせたものとに大別しましたが、両者の違いは牧草サイレー
ジと放牧草の給与量に表れています。

我が家の飼養頭数から自給飼料確保量を整理することが望まれ、これに基づく収穫作業が
展開されることによって、ゆとりある酪農経営が期待されます。


ＴＤＮ要求量に基づく飼養管理方式別年間一頭当たり飼料給与事例（原物重㎏）


＜養分要求量算出条件＞

○ 一頭当たり体重

「育成牛」生時４３㎏→２４ヶ月齢５４０㎏

「経産牛」乾乳期 ６６０㎏ 泌乳期 ６１０ｋｇ


○ 一頭当たり乳量と乳脂率

一泌乳期 ８，０００㎏ 乳脂率 ３．８５％


 



○年間一頭当たり養分要求量と充足率





自給飼料の生産コスト
農林水産統計によると、牛乳生産費に占める飼料費の割合はおおむね２分の１程度で、全
国的に差はありません。しかし、その内訳をみると北海道は府県に較べて購入割合が半分
程度にとどまっています。したがって、北海道の酪農は自給飼料を低コストで生産するこ
とにより有利性が発揮されます。

自給飼料の生産コストを的確に把握するためには、部門にまたがる共通的費用を区分する
必要があります。また、コストは量と質のように、捉え方によって評価が別れることに留
意しなければなりません

そこで、農林水産統計の費用と飼料分析データを基にＴＤＮ１㎏当たり費用を試算してみ
ました。コスト低減は栄養収量の増加や費用そのものの節減によってもたらされます。自
給飼料の量と質、生産費を明確にした上で生産コストを検討したいものです。


自給飼料の生産コスト




牧草科より


集約放牧草として優れているペレニアルライグラスの新品種開発に向けて研究を進めてい
ます。平成７年度から当科育成系統の地域適応性検定を開始し、北海道の気候風土にあっ
た新品種の誕生も間近です。

ペレニアルライグラスの育種で重要視しているのが越冬性の改良です。牧草は１１月末か
ら雪の下で休眠し、翌春４月末には元気よく萌芽しなければなりません。この越冬性には
いろいろの要因が関与していますが、なかでも雪腐病抵抗性の能力が重要です。初冬に雪
腐病菌を接種したペレニアルライグラスを１２月から１月にかけて雪の下から堀だし雪腐
病抵抗性の検定試験を行い、抵抗性の強い系統を選抜しています。
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